
納 涼
下
野竜
也プ
レゼ
ンツ！

音楽の魅力発見プロジェクト 第 11回

不思議な

すみだ区割（区在住在勤）  ¥3,600／すみだ学割（区在住在学の小中高生・学生）  ¥1,000
※すみだ区割、すみだ学割はトリフォニーホールチケットセンター（電話・店頭）のみ取り扱い

お申込み・お問合せ
※オンライン購入にはトリフォニーホール・チケットメンバーズ（無料）へのご登録が必要です。

主催：公益財団法人墨田区文化振興財団（すみだトリフォニーホール指定管理者）　協力：公益財団法人新日本フィルハーモニー交響楽団
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会

JR&東京メトロ「錦糸町駅」より徒歩5分／東京スカイツリータウン®より徒歩20分

真夏に聴く冬の名曲集

トリフォニーホールチケットセンター  03-5608-1212／トリフォニーホールチケットオンライン  www.triphony.com

全席指定 ¥4,500

（15:15開場）
16:00開演
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オーケストラ
付き

レクチャーコンサート

新日本フィルハーモニー交響楽団／栗友会合唱団

©K.Miura

©広島交響楽団

©Great The Kabukicho

早川正昭／バロック風日本の四季より「冬」 第1楽章
ヴィヴァルディ／「四季」より冬 第2楽章

モーツァルト／3つのドイツ舞曲 K.605 第3曲 ハ長調「そりすべり」
リムスキー＝コルサコフ／歌劇《雪娘》より「軽業師の踊り」

ホルスト／冬の牧歌
ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第2番 作品18より第3楽章
ジェリー・ゴールドスミス／オーメン組曲より「Ave Satani」

チャイコフスキー／交響曲第1番「冬の日の幻想」作品13より第4楽章

＠TriphonyHall facebook.com/SumidaTriphonyHall
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至亀戸

● 1F 小ホール  ● 2F 大ホール
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JR錦糸町駅

半蔵門線
錦糸町駅
出口3

トリフォニーホール託児サービスのご案内

㈱小学館アカデミー ベビーシッターのHAS（ハズ）

［全席指定］  ¥4,500

新日本フィル・チケットボックス
チケットぴあ
イープラス
カンフェティ
楽天チケット

03-5610-3815
https://t.pia.jp/ ［Pコード：264－761］
https://eplus.jp/
https://www.confetti-web.com/
https://r-t.jp/triphony

※オンライン購入にはトリフォニーホール・チケットメンバーズ（無料）へのご登録が必要です。

※すみだ区割、すみだ学割はトリフォニーホールチケットセンター（電話・店頭）のみ取り扱い

すみだ区割（区在住在勤）  ¥3,600
すみだ学割（区在住在学の小中高生・学生）  ¥1,000

お申込み・お問合せ

トリフォニーホールチケットセンター  03-5608-1212
トリフォニーホールチケットオンライン  www.triphony.com  

※未就学児のご入場はご遠慮ください
※都合により公演内容の一部が変更となる場合がございます。

JR&東京メトロ「錦糸町駅」より徒歩5分／東京スカイツリータウン®より徒歩20分

お申込み・お問合せ：0120-500-315［平日 10:00～17:00］

新日本フィルハーモニー交響楽団
Tatsuya Shimono New Japan Philharmonic

栗友会合唱団
Ritsuyukai Choir

Shun Oi

そんな鬼才・下野の思考を垣間見られる貴重な機会となっているのが下野竜也プレゼンツ！『音楽の魅力発見プロジェクト』だ。
「オーケストラ付きレクチャー」をコンセプトとしていることからも分かるように、

メインコンテンツである解説のためにオーケストラが付いてくるという
まるでテレビ番組のような贅沢極まりない夢の企画なのである。

11回目となる今年は「不思議な納涼コンサート～真夏に聴く冬の名曲集～」という、
これまた実際のコンサートではまずお目にかかれないであろう、まるで音楽バラエティ番組のようなプログラムだ。

そもそもヴィヴァルディとラフマニノフを除けば、生演奏を聴く機会が滅多にない曲目ばかり。
バロック風日本の四季?、リムスキー＝コルサコフ「雪娘」?、ホルスト「冬の牧歌」ってどんな曲?

更に駄目押しで、ホラー映画の名作『オーメン』の荘厳な音楽で背筋を凍らせ、
若き日のチャイコフスキーによる交響曲第１番「冬の日の幻想」で締めくくる……

あれ? 納涼といいながら、実は白熱の大盛りあがり公演になったりして!?

それまで難解だと信じて疑わなかった作品だったのに、
下野竜也の指揮で聴いたコンサートの帰り道には

メロディを口ずさめるほどその音楽に親しめるようになっていて愕然としたことがある。
下野が指揮した音楽を聴くと、それまで目の前にあった霧もやが晴れたり、

十分理解していたと思い込んでいた音楽に対して
ピントがちゃんと合っていなかったことを自覚させられたりすることがしばしば。

彼の頭の中は一体どうなっているのだろう?……常々そう思わされてきた。

オーケストラ付き
レクチャー
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小室敬幸［音楽ライター］


